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建材物流の今
～ラストワンマイルへの挑戦～

特 集

株式会社エブリイ
注目企業を訪ねる

ここでちょっと一息 Coffee Break

消費税増後の住宅業界、
「働き方」が生む新しい価値
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ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
含

め
て
、
配
送
管
理
に
は
日
々
の
業
務
で
得

ら
れ
る
情
報
や
経
験
を
フ
ル
に
生
か
す
対

応
力
が
必
要
で
す
」（
満
永
氏
）

　

ま
た
、
多
く
の
建
築
現
場
で
は
、
朝
か

ら
作
業
し
た
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
配
送

希
望
時
間
が
午
前
中
に
集
中
す
る
。

  

「
物
流
効
率
化
を
考
え
、
配
送
の
平
準
化

を
し
て
い
く
の
も
セ
デ
ィ
ア
・
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
の
役
割
で
す
。
前
日
の
配
送
で
問

題
な
い
資
材
に
関
し
て
は
前
日
に
配
送
す

る
よ
う
調
整
し
、
翌
日
は
朝
か
ら
現
場
の

作
業
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
配
送
管
理
の
担
当
者
と

お
客
様
が
密
に
連
絡
を
取
り
合
う
必
要
が

あ
り
ま
す
」（
熊
谷
氏
）

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
を
減
ら
し
、
仕
事

が
し
や
す
い
配
送
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

協
力
運
送
会
社
と
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ

れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
。

  

「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
建
材
物
流
に
は

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
付
き
物
で
す
。
例
え

ば
、
い
ざ
現
場
に
着
い
た
ら
現
場
の
状
況

に
よ
り
一
人
で
は
搬
入
で
き
な
い
、
新
築

の
場
合
だ
と
番
地
が
未
定
で
場
所
が
見
つ

か
ら
な
い
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
は
現
場
の

不
在
で
持
ち
戻
り
が
発
生
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

越
境
配
送
や
交
錯
配
送
を
な
く
す

物
流
拠
点
を
数
多
く
設
置

　

水
道
の
管
材
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ン
セ

ン
ト
な
ど
の
電
設
資
材
、
そ
し
て
キ
ッ
チ
ン

な
ど
の
住
宅
設
備
な
ど
５
業
態
に
事
業
を

広
げ
る
渡
辺
パ
イ
プ
。
お
よ
そ
１
０
０
万
点

に
も
上
る
部
材
・
設
備
を
提
供
し
て
い
る
。

　

多
岐
に
わ
た
る
商
材
を
扱
う
た
め
、
迅

速
か
つ
確
実
な
物
流
網
の
構
築
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
基
本
は
営
業
担
当
者
が
ト

ラ
ッ
ク
を
運
転
し
、
配
送
ま
で
を
担
っ
て

い
る
と
い
う
。

  

「
し
か
し
、
物
流
効
率
化
を
考
え
る
と
営

業
を
行
い
な
が
ら
配
送
業
務
ま
で
請
け
負

う
体
制
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

５
年
前
よ
り
、
比
較
的
納
期
管
理
の
し
や

す
い
住
設
部
門
の
配
送
に
つ
い
て
、
セ

デ
ィ
ア
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
独
立

運
営
を
開
始
。
受
発
注
の
多
い
首
都
圏
と

関
西
圏
で
、
効
率
の
良
い
物
流
を
目
指
し

て
い
ま
す
」（
熊
谷
則
彦
氏
）

　

セ
デ
ィ
ア
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
で
は
、

お
よ
そ
20
キ
ロ
圏
内
を
カ
バ
ー
す
る
拠
点

と
な
る
デ
リ
バ
リ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
（
Ｄ
Ｐ
）

を
多
数
設
置
。
首
都
圏
の
４
都
県
で
計
11

カ
所
の
Ｄ
Ｐ
が
あ
り
、
越
境
配
送
や
交
錯

配
送
を
な
く
す
こ
と
で
物
流
品
質
と
物
流

効
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）
。

  

「
住
宅
地
で
は
道
幅
が
狭
く
入
り
組
ん
で

い
て
、
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
住
宅
設

備
を
運
ぶ
の
は
主
に
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
と
な

り
ま
す
が
、
積
み
込
め
る
量
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
ピ
ス
ト
ン
輸
送
が
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
１
日
50
〜
60
件
の
輸
送
を
目
安
に
し

て
い
る
当
社
で
は
、
１
件
の
距
離
を
で
き
る

だ
け
短
く
し
、
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
行
っ
て
も

荷物が消費者に届くまでの最終区間となるラストワンマイル物流市場。
EC市場＊1の拡大など社会構造の変化を背景に、

生活に欠かせないインフラとして重要な位置付けとなっている。
その一方で、建材・住設機器などの配送は、

荷姿が様々で扱いにくい・持ち戻りが発生するなど他業界よりもドライバーに負荷がかかることから、
避けられる傾向が強まりドライバー不足は深刻さを増すばかりだ。
今号では、建材物流のラストワンマイル攻略にスポットを当て、

物流改善に対して積極的に取り組みを進めている住宅関連事業者の事例を取材した。

建材物流の今
〜ラストワンマイルへの挑戦〜

特  集

少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
は
、
情
報
を

ど
こ
ま
で
事
前
に
提
供
で
き
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
外

階
段
の
有
無
や
荷
受
け
の
予
定
状
況
な
ど
、

配
送
に
必
要
な
情
報
や
注
意
事
項
を
配
送

表
で
事
前
に
伝
達
す
る
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ

な
配
送
に
つ
な
が
り
ま
す
」（
満
永
氏
）

　

商
物
分
離
に
よ
り
、
営
業
担
当
者
が
実

際
の
商
品
を
見
た
り
、
現
場
に
行
か
な
く

な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
同

社
。
適
切
な
配
送
管
理
に
は
、
商
品
の
荷

姿
や
現
場
の
詳
細
情
報
な
ど
も
欠
か
せ
な

い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
住
設
部
門
の
新
入

社
員
に
対
し
て
、
セ
デ
ィ
ア
・
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
Ｄ
Ｐ
で
の
配
車
業
務
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
商
品
の
現
物
や
配
送
業
務
を
知

る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
情
報
提
供
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
の
か
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

  

「
蓄
積
し
て
き
た
建
材
物
流
の
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
時
間

指
定
の
増
加
や
荷
役
＊
２
対
応
な
ど
物
流

問
題
を
抱
え
る
建
材
メ
ー
カ
ー
様
と
と
も

に
共
同
配
送
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
熊
谷
氏
）

無
駄
が
少
な
い
よ
う
物
流
拠
点
と
な
る
Ｄ

Ｐ
を
多
く
設
置
し
て
い
ま
す
」（
満
永
基
氏
）

　

さ
ら
に
、
セ
デ
ィ
ア
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
設
立
に
は
、
営
業
時
間
の
確
保
と
い
う

目
的
も
あ
っ
た
と
い
う
。

  

「
こ
れ
ま
で
渡
辺
パ
イ
プ
の
営
業
担
当
者

が
担
っ
て
い
た
配
送
の
業
務
負
担
が
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
時
間
を
お
客
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
あ
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
営
業

力
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
な
商
圏

獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
熊
谷
氏
）

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
を
減
ら
す

き
め
細
か
な
配
送
管
理
を
行
う

　

セ
デ
ィ
ア
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
主
要

な
業
務
は
配
送
管
理
だ
。
物
流
効
率
化
の

た
め
に
は
、
配
送
管
理
が
重
要
だ
と
い

う
。
ま
ず
、
営
業
担
当
者
か
ら
の
配
車
受

付
は
配
車
前
々
日
ま
で
と
し
、
配
車
前
日

の
夕
方
ま
で
に
は
配
送
計
画
を
作
成
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
車
表
を
渡
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
前
日
の
配
送

つ
い
で
に
翌
日
の
現
場
を
見
て
く
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
、
当
日
の
配
送
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

  

「
空
の
ま
ま
で
た
だ
走
る
と
い
う
時
間
を

な
く
す
よ
う
配
送
計
画
を
立
て
る
こ
と
も
、

物
流
の
効
率
化
に
は
不
可
欠
で
す
。
そ
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
回
り
や
す
い
配
送
ル
ー

ト
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
担
当
す
る
エ

リ
ア
の
道
の
特
性
や
工
事
状
況
な
ど
を
熟

知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ド

＊2  荷役：荷物の上げ下ろしのこと ＊1  EC市場：インターネットを利用して物やサービスを売買する市場のこと

渡辺パイプ株式会社
物流企画グループ
グループリーダー

熊
く ま が い

谷 則彦氏

株式会社
セディア・トランスポート

満永 基
も と い

氏

図1.  住設部門の配送の流れ
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デリバリー・ポイント
（DP） （協力運送会社）

●  営業に専念
●  物流品質・効率向上
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納品先に
近いSC

×
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従来の配送
DP
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積込作業の様子

2トントラックに
効率よく積み込ま
れた配送資材

き
め
細
か
な
配
送
管
理
で

物
流
効
率
化
を
実
現

―
渡
辺
パ
イ
プ
株
式
会
社

図 2.  物流効率化への取り組み

■ 多数の物流拠点を設置

■ 徹底した配送管理
・回りやすい配送ルート
・配送の平準化
・物件などの細かな情報提供

ドライバーが配送しやすい
環境を実現
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建
材
流
通
会
社
が
な
ぜ
自
ら
物
流
会
社

を
立
ち
上
げ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、「
今

後
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
で
物
流
業
務
が
非

常
に
逼
迫
す
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
」
と
い

う
予
測
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、

ま
ず
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
や
待
遇
を

改
善
。
給
与
の
見
直
し
や
残
業
時
間
削
減

な
ど
社
内
制
度
を
改
革
し
、
人
材
の
安
定

確
保
を
実
現
し
た
。
ま
た
自
立
し
た
物
流

会
社
と
し
て
山
口
県
内
の
他
社
の
建
材
配

送
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
会
社
だ
け
に

頼
ら
な
い
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
た
。

　

ビ
ー
テ
ク
ス
の
「
物
流
部
門
」
は
、
山

口
県
内
５
拠
点
に
倉
庫
を
構
え
、
26
名
の

物
流
ス
タ
ッ
フ
で
26
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
運

行
し
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
は
４
ｔ
ユ
ニ
ッ

ク
（
ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク
）
５
台
、

１
ｔ
車
１
台
、
２
ｔ
車
６
台
、
４
ｔ
車

13
台
、
ハ
イ
エ
ー
ス
１
台
だ
。

　

三
和
の
営
業
部
門
の
配
送
指
示
に
よ
り
、

物
流
ス
タ
ッ
フ
は
各
拠
点
（
倉
庫
）
か
ら

建
築
資
材
や
住
設
機
器
を
建
築
現
場
に
配

送
す
る
。
現
場
で
は
建
材
の
荷
下
ろ
し
や

２
階
上
げ
、
間
配
り
＊
１
な
ど
も
実
施
。
18

年
か
ら
は
本
格
的
に
他
社
と
の
取
引
を
開

始
し
、
現
在
３
社
の
物
流
を
担
っ
て
い
る
。

物
流
部
門
と
施
工
部
門
が

協
働
し
て
助
け
合
う
現
場

　

一
方
、
ビ
ー
テ
ク
ス
の
「
施
工
部
門
」

は
７
名
の
大
工
を
擁
し
て
お
り
、
大
工
工

事
（
新
築
内
装
・
建
て
方
な
ど
）
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
・
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
施
工
、
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
工
事
な
ど
を
行
う
（
図
１
）
。

施
工
部
門
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、「
職
人

不
足
へ
の
リ
ス
ク
対
応
と
地
域
活
性
化
、

そ
し
て
社
会
貢
献
の
た
め
」
だ
。

  

「
現
場
は
あ
れ
ど
建
て
る
職
人
さ
ん
が
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の

で
、
ま
ず
は
大
工
さ
ん
を
育
て
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
目
標
は
多
能
工
化
で
、

キ
ッ
チ
ン
や
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
組
み
立
て
・

設
置
は
も
ち
ろ
ん
、
簡
単
な
電
気
配
線
や

給
水
管
の
接
続
な
ど
が
で
き
る
職
人
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ら
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
で
き
る
仕
組
み
作
り
で
す
。
多
能
工
化

＊2  ホームエコ・ロジスティクス株式会社：住宅資材の物流の合理化・効率化を実現する物流システムを提供 ＊1  間配り：運搬してきた材料をそれぞれの使用場所に運ぶこと

ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
遠
方
地
域
の
納
材
を
近
く
の

倉
庫
か
ら
納
材
す
る
こ
と
で
、
移
動
ロ
ス

の
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
従
来
な
ら

東
の
営
業
マ
ン
の
顧
客
が
西
の
外
れ
に
家

を
建
て
る
と
な
る
と
、
東
の
倉
庫
に
入
荷

さ
せ
西
ま
で
運
ぶ
と
い
う
無
駄
な
移
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
解
消
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な
団
地
の
場
合
、

遠
方
地
域
の
得
意
先
が
そ
の
団
地
を
建
設

す
る
こ
と
に
よ
り
各
倉
庫
か
ら
バ
ラ
バ
ラ

に
納
材
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
を
、
団

地
の
近
く
の
倉
庫
か
ら
ま
と
め
て
納
材
す

る
こ
と
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

在
庫
商
品
の
滞
留
日
数
の
削
減
で
は
、

１
カ
月
、
２
カ
月
も
あ
っ
た
倉
庫
滞
留
を
、

１
〜
２
週
間
、
短
い
も
の
で
は
２
泊
３
日

に
ま
で
減
ら
し
ま
し
た
。
い
ら
な
い
在
庫

を
絞
る
こ
と
で
商
品
を
探
す
作
業
が
楽
に

な
り
、
倉
庫
も
広
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
も
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
営
業
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
配
送
指

示
の
締
め
切
り
日
を
前
日
の
午
前
中
に
す

る
取
り
組
み
も
、
配
送
効
率
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。
前
日
に
配
送
計
画
が

立
て
ら
れ
る
の
で
、
配
送
日
の
変
更
な
ど

平
準
化
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
前

日
の
配
送
確
定
率
は
９
割
以
上
で
す
が
、

締
め
切
り
を
前
々
日
の
午
前
中
に
す
る
こ

建
材
物
流
の
将
来
を
見
据
え

ド
ラ
イ
バ
ー
を
安
定
確
保

　

三
和
は
山
口
県
エ
リ
ア
で
高
い
シ
ェ
ア

を
誇
る
建
材
流
通
会
社
。
２
０
２
０
年
に

は
創
業
１
４
０
年
を
迎
え
る
。
同
社
は

１
９
９
３
年
に
木
材
の
加
工
子
会
社
三
和

シ
ス
テ
ム
建
材
へ
物
流
部
門
社
員
19
名
を

転
籍
さ
せ
、
三
和
の
専
属
的
な
配
送
業
務

を
担
う
会
社
へ
と
変
え
た
。
２
０
１
３
年

に
施
工
部
門
を
新
た
に
設
置
し
、
17
年
に

は
貨
物
自
動
車
運
送
業
の
許
可
を
取
得
。

社
名
を
株
式
会
社
ビ
ー
テ
ク
ス
に
変
更

し
、
他
社
か
ら
の
物
流
受
託
を
視
野
に
入

れ
た
運
送
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

現
在
、
建
築
資
材
の
営
業
・
受
発
注
は
三

和
、
配
送
・
施
工
・
倉
庫
管
理
は
ビ
ー
テ

ク
ス
と
す
み
分
け
て
い
る
。

め
、
２
０
１
３
年
か
ら
ホ
ー
ム
エ
コ
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
エ
コ
ロ
ジ
）＊
２
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
、
作
業
無
駄
の
排

除
や
作
業
工
程
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組

が
で
き
れ
ば
、
ほ
ん
の
少
し
の
作
業
の
た

め
に
わ
ざ
わ
ざ
専
門
業
者
を
呼
ば
な
く
て

も
す
み
ま
す
か
ら
。

　

ま
た
、
配
送
と
施
工
が
別
々
だ
と
、
施

工
会
社
が
来
る
ま
で
待
た
さ
れ
る
と
い
っ

た
ロ
ス
も
発
生
し
ま
す
。
配
送
と
施
工
が

同
じ
会
社
な
ら
、
物
流
ス
タ
ッ
フ
が
運
ん

で
き
た
資
材
の
荷
下
ろ
し
に
施
工
職
人
が

手
を
貸
し
た
り
、
大
き
な
設
備
の
施
工
で

は
物
流
ス
タ
ッ
フ
が
組
み
立
て
の
手
伝
い

を
す
る
な
ど
、
施
工
部
門
と
物
流
部
門
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
、

ゆ
く
ゆ
く
は
合
理
的
な
人
員
削
減
が
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
荷
下
ろ
し
の
際
、
物
流
ス
タ
ッ

フ
は
大
工
さ
ん
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整

や
次
に
必
要
な
資
材
の
聞
き
込
み
を
行
う

な
ど
、
営
業
ス
タ
ッ
フ
の
補
佐
が
で
き
る

よ
う
教
育
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

徹
底
し
た
無
駄
の
排
除
で

配
送
の
効
率
化
を
実
現

  

「
弊
社
で
は
配
送
効
率
の
徹
底
を
図
る
た

運
送
会
社
を
立
ち
上
げ
、

効
率
的
物
流
を
目
指
す―

株
式
会
社
三
和

自
前
の
運
送
会
社
を
立
ち
上
げ
、
積
極
的
に
建
材
物
流
に
取
り
組
む
建
材
流
通

会
社
の
三
和
で
は
、
徹
底
し
た
配
送
の
効
率
化
を
図
り
、
合
理
的
な
物
流
体
制

を
目
指
し
て
い
る
。

建材物流の今
〜ラストワンマイルへの挑戦〜

特  集

と
が
今
後
の
目
標
で
す
（
図
２
）」

　

ビ
ー
テ
ク
ス
の
物
流
ス
タ
ッ
フ

が
１
日
に
運
ぶ
目
標
件
数
は
９
件

で
、
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
が
、

現
在
、
８
件
強
ま
で
到
達
し
て
い

る
。
１
件
当
た
り
の
配
送
に
か
か

る
平
均
時
間
は
約
50
分
。
無
駄
な

動
き
が
な
い
よ
う
、
配
送
リ
ー
ダ
ー

が
毎
日
綿
密
な
配
送
計
画
を
立

て
、
合
理
的
物
流
を
心
が
け
て
い
る
。

  

「
配
送
の
効
率
化
に
関
し
て
は
、

三
和
の
営
業
ス
タ
ッ
フ
に
も
無
駄

の
排
除
が
課
せ
ら
れ
、
多
回
配
送

の
削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
１

件
の
現
場
に
対
し
て
５
回
で
す
む

配
送
を
10
回
、
20
回
と
多
回
配
送

す
る
の
は
物
流
費
の
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
粗
利
が
減
る
こ
と
を
、
一

人
ひ
と
り
に
自
覚
し
て
も
ら
え
る

よ
う
個
人
別
月
次
損
益
と
い
う
形

で
す
べ
て
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
ま
す
。
意

識
改
革
に
よ
り
、
各
自
が
自
発
的
に
多
回

配
送
削
減
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
す
ぐ
に
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
積
み
重
ね
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

　

配
送
作
業
の
効
率
化
に
対
す
る
地
道
な

努
力
の
積
み
重
ね
で
、
ビ
ー
テ
ク
ス
は

２
０
１
３
年
に
比
べ
て
残
業
の
75
％
削
減

（
14
〜
16
年
）
の
実
績
を
残
し
て
い
る
。

今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
他
社
か
ら
の
物

流
受
託
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
や
、
物
流

部
門
と
施
工
部
門
と
の
連
携
で
さ
ら
な
る

合
理
化
を
目
指
す
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
の
成
長
に
重
要
な
の
は
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
保
っ
て
い

く
か
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
の
社
内
制
度

改
革
を
今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
だ
。

株式会社三和  部門統括部長
株式会社ビーテクス  取締役

福井 正之氏

図 2.  配送効率化のための課題と取り組み
課 題 取り組み

課題 ① 移動のロス
遠方配送 納品先に一番近い拠点から納品

多回配送 納品先が同じ場合は、まとめて納品

課題 ② ピッキングに
時間がかかる

探す作業 滞留日数削減などで在庫を絞り、探す作業を
削減

取り出す
作業

積み重ねないようにするなど、商品の配置を
合理化

課題 ③ 配送当日に配送計画を立てる
ことで非効率な配送となる

配送前日に配送計画を立てることで、配送
回数の減少・平準化など効率的な配送計画
を実現

図1. ビーテクスの配送・施工業務の概要

三　和

ビーテクス

配
　送

施
　工

配 送 指 示・施 工 依 頼

配送計画 ピッキング 積　込 配　送 荷下ろし・搬入

木工事 ユニットバス施工 システムキッチン施工 電気工事

※ 今後、体制を整備する予定
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扱
い
、
難
し
い
積
み
込
み
・
荷
下
ろ
し
を
求

め
ら
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
は
厳

し
く
、
新
た
な
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー

の
平
均
年
齢
も
50
歳
近
く
と
、
若
い
頃
の

よ
う
に
荷
下
ろ
し
を
簡
単
に
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
最
近
の
住
設

機
器
は
大
型
・
重
量
化
し
て
お
り
、
例
え

ば
人
気
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
は
約
１
０
０
キ
ロ
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一

人
で
は
と
て
も
扱
え
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
弊
社
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
作
業
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
の

『
楽
物
流
』
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
商
品
の

軽
量
・
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
持
ち
や
す
い
梱

包
へ
の
見
直
し
、
運
搬
治じ

ぐ具
＊
２
の
開
発
な

ど
で
す
。
例
え
ば
フ
ッ
ク
の
あ
る
治
具
を

使
え
ば
、
長
尺
で
運
び
に
く
い
玄
関
ド
ア

な
ど
も
運
び
や
す
く
な
り
ま
す
（
図
１
）
。

  

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
の
削

減
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
労
働
時
間

の
改
善
を
し
な
い
限
り
、
こ
れ
か
ら
建
材

物
流
で
働
こ
う
と
い
う
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー

が
い
な
く
な
り
ま
す
。
物
流
セ
ン
タ
ー
で

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
入
庫
か
ら
出
発
ま
で
の

短
時
間
化
は
重
要
課
題
の
一
つ
で
、
最
も

時
間
の
か
か
る
セ
ン
タ
ー
で
は
３
時
間
程

度
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
＊
３
に
揃
え
ら
れ
た
長
尺

数
は
４
０
０
０
台
、
セ
ン
タ
ー
人
員
は
約

２
２
０
０
名
と
い
う
体
制
だ
。
物
流
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
子
会
社
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

物
流
」
、
配
送
は
協
力
運
送
会
社
が
担
っ

て
い
る
。
喫
緊
の
物
流
課
題
は
、「
や
は
り

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時

間
労
働
だ
」
と
鎌
内
浩
司
氏
は
い
う
。

  

「
輸
送
力
の
安
定
確
保
は
我
々
の
使
命
で

す
。
長
尺
・
異
な
る
荷
姿
と
い
っ
た
商
材
を

ド
ラ
イ
バ
ー
を
楽
に
す
る

「
楽
物
流
」

　

全
国
で
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
は
、
工
場
か
ら
全
国
14
カ

所
の
「
物
流
セ
ン
タ
ー
」
へ
運
ば
れ
た
製

品
を
ま
ず
大
型
車
（
10
ト
ン
車
）
で
１
１
２

カ
所
の
「
Ｔ
Ｃ
」＊
１
に
配
送
し
、
Ｔ
Ｃ
で

小
型
車
（
４
ト
ン
・
２
ト
ン
車
）
に
積
み

替
え
た
の
ち
、
流
通
店
や
施
工
現
場
へ
配

送
し
て
い
る
。
１
日
の
ト
ラ
ッ
ク
運
行
台

品
な
ど
異
形
状
の
商
品
の
パ
レ
ッ
ト
内
で

の
荷
崩
れ
防
止
や
お
届
け
先
別
の
最
終
仕

分
け
等
の
作
業
で
最
大
２
時
間
か
か
る
の

で
、
こ
う
し
た
作
業
を
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
物
流

で
担
い
、
実
車
回
転
率
を
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
（
図
２
）」

　

物
流
効
率
化
を
阻
む
ネ
ッ
ク
の
一
つ
で

あ
る
「
着
時
間
指
定
」
の
緩
和
に
つ
い
て

も
改
善
の
道
を
探
っ
て
い
る
。
施
工
現
場

へ
の
直
送
で
は
着
時
間
が
朝
の
８
〜
９
時

に
集
中
す
る
が
、
こ
の
着
時
間
を
分
散
化

す
る
こ
と
で
、
車
両
の
安
定
確
保
と
コ
ス

ト
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
物
流
効
率
化
に
向
け
て
建
材
メ
ー

カ
ー
各
社
と
の
共
創
＊
４
も
始
ま
っ
て
い
る
。

  

「
作
業
の
呼
び
名
な
ど
を
統
一
す
る
業
界

標
準
ル
ー
ル
作
り
や
、
同
業
他
社
と
の
共

同
物
流
推
進
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
」（
葉

山
諒
氏
）

＊1  TC（トランスファーセンター）：在庫を持たない通過型配送センター
＊2  治具：工作物を固定する際などに用いる装置
＊3  トラックバース：トラックと倉庫の間で荷物の積み下ろしをするために施設内に設けられたトラックを接車するスペース
＊4  共創：企業が様々な立場の人たちと協力して、新しい価値を共に創り出すこと

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
荷
軽
減
に
取
り
組
む

―
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
し
建
材
メ
ー
カ
ー
の
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
で
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の「
作
業
負
荷
軽
減
」と「
拘
束
時
間
の
削
減
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

建材物流の今
〜ラストワンマイルへの挑戦〜

特  集

株式会社LIXIL 常務役員
物流・購買統括部 統括部長

株式会社LIXIL物流
代表取締役社長

鎌
か ま う ち

内 浩
ひ ろ

司
し

氏

株式会社LIXIL
物流・購買統括部

ロジスティック推進部　主査

葉
は

山
や ま

 諒
り ょ う

氏

梱 包 治 具

図 1.  ドライバーの作業負荷を改善する
　　  梱包や治具の例

図 2.  ドライバーの拘束時間削減に向けた取り組み事例
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住宅業界の旬な話題をお届けします！ここでちょっと一息

vol.72

　

消費税増税後の住宅業界、「働き方」が生む新しい価値

藤井 繁子
『月刊 HOUSING』編集長・リクルート住ま
い研究所主任研究員などを経てフリーの住生
活ジャーナリストに。マンション購入・戸建
建築・リフォームと自邸で実践しながら、国
内外で取材・コンサルティング活動を行う。

“美意識”が盛り込まれた「国土交通白書」
　10月は『住生活月間』。国土交通省や住宅関連団体では
全国でイベントを開催し、消費者の住生活への関心を高め
る啓発活動を推進しています。先立って7月に発表された
今年の「国土交通白書」（施策全般に関する年次報告）のタ
イトルは、『令和時代の「豊かな生活空間」とは〜技術の進
歩と日本人の感性（美意識）を活かして〜』というもの。
今までになくソフトに言及したもので、潮目の変化を感じ
ました。自動運転やVR技術の活用に触れながらも“サイ
エンスとアートの融合”、日本人の感性（美意識）を取り
入れた新しい生活空間づくりを目指すとしています。

 温度差のある市場環境、住宅と商業施設
　今回の消費増税、住宅は今までのような駆け込み需要が
なかった結果、“山もなければ谷もない”市場となりました。
これは住宅売り上げが前年プラスになる時代の終焉なので
しょうか。一方、基準地価は三大都市圏で上昇を継続し、
地方圏でも商業地が上昇に転じるなど地価上昇が広がって
います。外国人観光客の増加によるホテル需要に加えて、
商業地では『働き方改革』に合わせたオフィス環境の改善、
人材確保のためのオフィス移転など高い需要が地価上昇の
要因となっています。

非住宅分野への取り組み
　住宅メーカー各社も当然、非住宅分野への事業展開を進
めています。住友林業は感性に訴える木造を、サステナブ
ルな施設で展開。プレハブメーカーでは工場出荷材を使っ
た老健施設や、「Trip Base 道の駅プロジェクト」（積水ハ

ウス）のように宿泊施設への大胆な展開も見られます。一
方、大和ハウス工業が非住宅で拡大するのは事業施設、中
でも物流施設の売り上げを伸ばしています。千葉県の

「DPL流山プロジェクト」では、テナント企業の従業員専
用に保育施設を設け、子どもを預けた方が複数のテナント
企業で働ける“マルチ派遣”を業界で初めて導入するとい
う、『働き方』提案が組み込まれています。加えて、大和リ
ビングが近郊にある賃貸住宅を斡旋するとともに入居時の
諸経費を優遇する、子育て世代に求められる職住近接をサ
ポート。これによって物流業界の人手不足を解消すること

で、優良テナント獲得など施設の競争力を高めます。

住宅業界の『働き方改革』
　流通業界同様、住宅業界も人材確保に様々な投資が必要
な時代。積水ハウスは、3歳未満の子どもを持つ全ての男
性社員を対象に、1カ月以上の育児休業を取得する「イク
メン休業」制度を推進しています。今年8月末時点で取得
期限を迎えた男性社員253名が全員、1カ月以上の育児休
業を100%取得したと発表。制度利用者からは「家族の大
切さを再認識し、仕事への責任感とモチベーションがアッ
プした」「先輩の育休中、普段と違う立ち位置での仕事は
学ぶことが多かった」「制度に共感いただいたお客様から、
応援の声をいただいた」と、社内外に影響力があることを
実感。新しい家族のあり方を社員自ら模索し、暮らしや住
まいの提案をリードしていくことでしょう。
　このような『働き方改革』をハード・ソフトの両面から推進
する各社の施策によって、優秀な人材が住宅業界に増えるこ
とで「豊かな生活空間」を実現してくれることを期待します。

【国土交通白書（I：第3章）】
第2節『新技術と日本の伝統の融
合による新たな住空間の創出』の
事例として白書に引用された、住
友林業の木造超高層建築物プロ
ジェクト「W350計画」。
建築技術の進化とともに、自然の
ぬくもりが感じられる空間を創出
するものと期待されている

【大和ハウス工業の物流施設「DPL流山プロジェクト」】　
千葉県流山市、4棟のマルチテナント型物流施設からなる「DPL流山プロジェク
ト」（延床面積約720,000㎡）。テナント企業の従業員専用の保育施設やコンビ
ニエンスストアを完備し、物流業界の人材確保に配慮した環境を提供する

【木造非住宅施設の事例】サステナブル ファーム&パーク 「KURKKU FIELDS」
千葉県木更津市にある30haの農場で体験する「農業」「食」「アート」、これか
らの豊かさを提案する場。住友林業がレストラン棟「ダイニング・ベーカリー」
などの施設を木造で施工。今秋オープン予定だったが、台風15号による農作物
の被害や停電の影響により延期（本誌発行の頃には復旧することを願い！）

【9月19日『育休を考える日』を
制定、「イクメンフォーラム」開催】　
積水ハウス仲井社長（中央）・伊藤
ダイバーシティ推進部長（左端）
とフォーラム登壇者。
一般男女対象の全国調査による『イ
クメン白書2019』なるものも発
表。イクメン力が高いイクメン県
の1位は「島根県」だった !
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各店舗が自立して
仕入れ・販売する「個店主義」

スーパーの常識にとらわれない
取り組みで固定ファンを獲得

社員一人ひとりの個性を生かす
「人創り」で商人魂あふれる

「食商人」集団に

「
個
店
主
義
」「
人
創
り
」で

存
在
感
を
示
す
ス
ー
パ
ー
を
目
指
す

—

同
社
を
成
功
へ
と
導
い
た
鍵
の
ひ
と
つ
が
、

「
個
店
主
義
」
で
あ
る
こ
と
。
個
々
の
売
り
場
は

小
さ
な
商
店
の
よ
う
に
、
売
り
場
レ
イ
ア
ウ
ト
か

ら
商
品
企
画
、
仕
入
れ
ま
で
各
店
舗
に
裁
量
を
任

せ
て
い
る
。

  

「
各
部
門
の
責
任
者
が
、
こ
れ
と
思
う
商
品
を

仕
入
れ
て
い
ま
す
。
裁
量
権
が
あ
る
か
ら
こ
そ
売

り
込
み
に
も
熱
が
入
り
、
自
分
で
仕
入
れ
た
か
ら

こ
そ
説
得
力
も
増
す
わ
け
で
す
。
ま
た
、
各
店
舗

の
調
理
場
で
作
ら
れ
る
お
惣
菜
や
ベ
ー
カ
リ
ー
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
構
成
も
、
店
舗
に
一
任
し
て
い
ま

す
。
成
果
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
分
か
る
た
め
、
創
意

工
夫
に
も
力
が
入
り
ま
す
。
地
域
の
風
土
に
合
っ

た
味
付
け
や
容
量
に
す
る
な
ど
お
客
様
の
声
を
い

ち
早
く
反
映
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
ど
ん
ど
ん
進
化
さ

せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」

—

〝
目
先
の
売
り
上
げ
よ
り
、
３
カ
月
先
に

も
来
店
し
て
も
ら
う
こ
と
〟
も
重
視
し
て
い
る
。

  

「
例
え
ば
、
ギ
フ
ト
と
し
て
の
果
物
な
ら
、
１

週
間
先
の
方
が
糖
度
の
高
い
も
の
が
市
場
に
出
回

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
と
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
に

は
、
今
日
は
買
わ
ず
に
１
週
間
待
っ
て
み
て
は
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

心
遣
い
が
、
固
定
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」

—

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
背
景
に
あ
る
の
が
、

『
人
創
り
企
業
』
と
い
う
理
念
。
社
員
一
人
ひ
と

り
を
「
食
商
人
」
と
と
ら
え
、
商
品
の
目
利
き

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
顧
客
の
心
を
つ
か
む
人

間
力
を
育
成
し
て
い
る
。

  

「
ま
ず
会
社
の
方
針
を
し
っ
か
り
と
理
解
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
経
営
者

な
ら
ど
う
す
る
か
を
徹
底
的
に
考
え
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
独
自
の
人
材
育
成
『
類
人
猿
分
類
』
を
活

用
し
、
上
司
が
部
下
の
個
性
を
最
大
限
に
引
き
出

す
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
」

—

２
０
１
４
年
に
は
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を

設
立
。
グ
ル
ー
プ
に
は
、
飲
食
店
や
農
家
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
る
。
企
業
間
の
横
の
つ
な
が
り
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
食
の
仕
入
れ
や
活
用
の
面
で
も

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

  

「
当
社
で
は
一
部
店
舗
で
漁
船
一
艘そ

う

を
買
い
付

け
る
方
法
で
仕
入
れ
も
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ー

パ
ー
で
は
売
り
に
く
い
高
級
食
材
な
ど
は
グ
ル
ー

プ
内
の
料
亭
で
使
う
こ
と
で
生
き
て
き
ま
す
。
ま

た
、
自
社
農
場
で
の
収
穫
や
除
草
作
業
を
社
員
研

修
に
組
み
込
み
、
食
の
流
通
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

に
も
役
立
て
て
い
ま
す
」

 —

大
手
の
寡
占
化
が
進
む
地
場
ス
ー
パ
ー
の

中
で
、
目
の
前
の
顧
客
の
声
に
き
め
細
か
く
応
え
て

い
く
こ
と
で
、
エ
ブ
リ
イ
を
利
用
す
る
価
値
を
感
じ

て
も
ら
え
る
店
づ
く
り
を
追
求
し
て
い
く
構
え
だ
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

お
い
し
い
時
に
お
客
様
に
提
供
で
き
る
ス
ー
パ
ー

を
目
指
す
方
針
で
、
改
革
を
推
し
進
め
ま
し
た
」

—

青
果
部
門
で
は
、
業
界
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ

て
き
た
欠
品
を
Ｏ
Ｋ
と
し
、
ロ
ス
な
く
鮮
度
の
い

い
も
の
を
売
り
切
る
こ
と
で
、
価
格
を
抑
え
る
こ

と
を
心
が
け
た
。
鮮
魚
部
門
で
は
鮮
度
と
使
い
勝

手
を
追
求
し
、〝
売
り
場
の
七
変
化
〟
を
実
施
。

客
を
観
察
し
、
徹
底
し
た
消
費
者
目
線
で
時
間
帯

に
よ
り
加
工
度
を
変
え
た
商
品
提
供
を
行
っ
た
。

  

「
朝
か
ら
来
店
さ
れ
る
お
客
様
は
、
時
間
的
な
余

裕
が
あ
り
じ
っ
く
り
と
料
理
を
さ
れ
る
方
が
多
い
。

そ
こ
で
、
午
前
中
は
丸
魚
を
売
り
、
昼
過
ぎ
に
は

も
う
少
し
手
軽
に
使
え
る
切
り
身
を
提
供
。
夕
方

に
は
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
刺
身
な
ど
を
充
実
さ
せ

ま
し
た
。
こ
れ
が
結
果
的
に
、
売
り
損
じ
の
減
少

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
仕
入
れ
は
市
場

で
そ
の
日
の
い
い
も
の
だ
け
を
仕
入
れ
、
鮮
度
や

味
、
価
格
に
納
得
が
で
き
な
け
れ
ば
仕
入
れ
な
い

と
い
う
決
断
も
下
す
。
決
し
て
妥
協
は
許
し
ま
せ
ん
」

—

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対
し
て
、
出
店
当

初
は
客
か
ら
の
厳
し
い
意
見
も
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
ポ
ッ
プ
＊
を
工
夫
し
た
り
、
仕
入
れ
担
当

者
が
売
り
場
で
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
な
ど
、
地
道
な
取
り
組
み
を
重
ね
る
こ
と
で
理

解
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
夕
方
は
欠
品

で
も
、
翌
朝
は
厳
選
さ
れ
た
食
材
が
最
高
の
鮮
度

で
入
荷
す
る
店
と
い
う
信
頼
感
が
生
ま
れ
、
根
強

い〝
エ
ブ
リ
イ
派
〟の
固
定
客
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

納
得
の
商
品
し
か
仕
入
れ
ず

欠
品
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ
だ
わ
り

—

大
手
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
と
の
競
争
激
化

に
よ
り
苦
境
が
続
く
地
場
ス
ー
パ
ー
。
そ
ん
な
状

況
を
も
の
と
も
せ
ず
、
19
期
連
続
増
収
を
成
し
遂

げ
て
い
る
の
が
、
広
島
県
福
山
市
に
本
社
を
構
え

る
ス
ー
パ
ー
、
エ
ブ
リ
イ
だ
。
従
来
の
常
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
経
営
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、
開
店
前
か

ら
行
列
が
で
き
る
人
気
ス
ー
パ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

  「
日
本
の
ス
ー
パ
ー
は
、
朝
か
ら
夜
ま
で
同
じ
品

揃
え
が
常
識
で
し
た
。
し
か
し
、
ロ
ス
あ
り
き
で

多
め
に
発
注
し
て
い
て
は
価
格
へ
の
影
響
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
朝
か
ら
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た

刺
身
を
、
夕
食
に
食
べ
る
の
が
果
た
し
て
お
い
し

い
か
ど
う
か
。
こ
れ
が
本
当
に
お
客
様
の
た
め
に

な
る
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
、〝
新
鮮
・
お
い
し
い
・

値
ご
ろ
感
〟を
追
求
し
、
本
当
に
お
い
し
い
も
の
を
、

株
式
会
社

エ
ブ
リ
イ

ここが注目ポイント

欠品OK！
スーパーの常識にとらわれない
人気の「食商人」集団

本　　社 	●	広島県福山市南蔵王町
		  1丁目6番11号
創　　業 	●	1989年
資 本 金 	●	3,000万円
従 業 員 	●	4,042名
事業内容 	●	スーパーマーケット事業

取締役
店舗部 部長  兼  福山エリア 部長

山本 公
き み ひ ろ

洋 氏

＊ ポップ：Point Of Purchaseの頭文字を取ったもの。顧客に商品を買ってもらうための広告・宣伝物の総称

売り場責任者に裁量権を持たせることで、自分で目利きした商品を自信を持って勧められる
人材育成に活用している「類人猿性格分類」。分類することで自分と他者の違いを互いに
理解し、円滑なチームワークづくりを体系的に学ぶ 魚売り場では朝は丸魚、昼は切り身、夕方は刺身へと変化する「売り場の三変化」

冷　静 感情豊か

追
求
・
達
成

保
守
・
安
定

オランウータン

ゴリラ

チンパンジー

ボノボ

・じっくり考えてから動く
・効率よく進めたい
・論理的だが理屈っぽい

・リーダーシップをとりたい
・勝たないと意味がない
・思い立ったら即動きたい

・単純作業が得意
・計画通りに進めたい
・チームの調和が気になる

・できる上司より好きな上司に従いたい
・共感があれば頑張れる
・人とつながることでやりがいを感じる

朝 昼 夜

自信を持って

オススメ
できます！

活きの
いいのが
入ったよ！

今朝届いて

新鮮です！
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国土交通省
　住宅局関連予算は、「住まい・くらしの安全確保」「空
き家対策・既存住宅流通活性化」「安心して暮らせる住
まいの確保と共生社会の実現」「住宅産業の生産性向上」
の4分野における施策を重点的に取り組むこととしてい
る。新たな施策について主な項目は以下の通り。
■	 老朽化マンション再生モデル事業（20億円）
　老朽化マンションの再生検討から長寿命化に資する改
修や建て替えなどを行う、モデル的な再生プロジェクト
に対し支援を行う。適切な長期修繕計画作成、良好なマ
ンションの管理に対応する性能向上リフォームも支援。
■	 BIMを活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化

モデル事業（3億円）
　官民一体で構成する建築BIM 推進会議において、建
築物の生産・維持管理プロセス全体で、一貫してBIM 
を利用可能とするための標準フォーマットや各生産主体
の役割分担の議論を行い、併せて、議論の成果を実際の
建築プロジェクトに活用し、課題や改善方策の報告を行

う事業に対し、その掛かり増し費用を支援する。
■	 木造住宅・都市木造建築物における生産体制整備事業

（5.9億円）
　木造建築物の生産体制の整備を図るため、民間団体な
どが行う大工技能者の確保・育成の取り組みや、拡大余
地のある都市木造建築物を担う設計者の育成・サポート
などの取り組みに対する支援を行う。

林野庁
　林野庁では、林業の成長産業化と「林業イノベーショ
ン」の推進を重点事項に掲げた。ICTを活用したスマー
ト林業や木質系新素材の開発など林業にイノベーション
を起こす取り組みの支援や、都市の木造化に向けた木質
耐火部材などの利用促進を新たに盛り込んでいる。

ZEH関連   
　今年度に引き続き、環境省・国土交通省・経済産業省
の3省連携で取り組む。環境省における戸建住宅のZEH
化支援事業では1戸当たりの補助額は60万円（今年度よ
り10万円減額）となる。

各省、令和2年度予算概算要求を発表

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

今号でご紹介した企業様や、先月号で取り上げた「PICK GO」など、物流のラ
ストワンマイル改革が進んでいます。先日、増税2%に踊らされECで駆け込
み購入をしてしまいましたが、LINEで宅配予定通知や変更依頼が簡単にでき
るようになり、かなり便利になったと感じました。友達登録がないのに通知が
来た時は戸惑いつつも、積み上げられていくビール箱を見た瞬間、不在での持
ち帰りを避けられてよかったと痛感。荷受け側の心構えも改革が必要ですね。（Ｍ）
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今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　神戸支店　西宮・酒蔵通り展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

わ が 社 の イチオシイチオシ

　岡山県笠岡湾の広大な干拓地で、国内最大規模の
半閉鎖型グリーンハウスを用いた野菜栽培を行って
います。敷地内には発電規模1万kWのバイオマス
発電所が併設され、その電力の一部をグリーンハウ
スに供給し、発電時に回収した熱もムダにせず、栽
培に必要な冷暖房用の熱源として利用しています。
さらに燃焼ガスから出た二酸化炭素を浄化して野菜
の光合成に活用するなど、最先端の施設園芸事業です。
　現在栽培している野菜は、ミニトマト（5.7ha）、
パプリカ（3.2ha）、リーフレタス（2.2ha）で、今
年の4月から主に岡山県、関西・関東地方のスーパー
やデパートなどで販売しています。弊社の野菜は、
太陽の光をたくさん浴びて、存分に光合成をして育っ

ているので、自然のままの味がします。
　トマトは甘さと酸味がほどよく、まさにトマトと
いいたくなる味の濃さです。パプリカは輸入品と比
べて鮮度がよく、肉厚でみずみずしいおいしさを保っ
ています。レタスは３種類
がポット付きの袋入りで売
られているので日持ちがよ
く、そのままミックスサラ
ダにもなり、とても人気が
あります。安心して食べら
れるおいしい野菜を、365
日途切れずに安定して生産
することを目標にしています。

併設のバイオマス発電所を
最大限に活用して新鮮な野菜を栽培 岡本 尚

な お

子
こ

さん
株式会社サラ（岡山県）

管理部
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